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新入生の皆さん、御入学おめでとうございます。 

これまで皆さんを育て、温かく見守ってこられた御家族や関係者の皆様のお慶びもひと

しおのことと存じます。心からお祝い申し上げます。 

今年度の入学式は、新型コロナウィルス感染拡大の影響により、中止せざるを得ません

でした。 

式の中止は、新入生の皆さん、御家族や関係者の皆様のお気持ちと同じく、誠に残念の

一言につきます。 

しかし、感染の可能性がゼロではないとの認識をふまえなくてはなりません。参加者の

皆様の健康と安全の確保、そして感染拡大を防ぐという社会的責任の観点から、開催すべ

きではないとの結論に至りました。 

この緊急事態にあたり、県立大学は、新入生ガイダンスや授業の動画配信など、例年と

は異なる対応に取り組みます。 

さらに、これからも事態の変化に応じ、勉学の方法については柔軟に対応していきます。

新入生の皆さんも、こうした大学側の工夫をご理解の上、協力と参加をお願いします。 

ここで話を日本全体に広げます。現在、日本に住む人は大変に長生きになりました。75

歳以上人口は、ほんの 70 年前に比べ、ほぼ 18 倍に増加しました。さらに 85 歳以上の人

口は 2035 年には 1,000 万人を超えると予測されています。 

高齢者の総数が増えると、元気な高齢者も増えますが、虚弱になる高齢者も増えます。 

健康寿命後の 10 年間とは、慢性的な疾患を抱え、日常生活が不自由になり、肺炎や骨折、

また認知症などのリスクを持った状態でのくらしと言えます。つまり、人類がつい最近ま

で経験したことがなかった、新しい社会を迎えているのです。 

こうした時代趨勢に対応する強みを本学はいろいろもっています。その中の２つについ

て触れておきます。 

県立大学は、開学以来、わが国で最も早く、専門職連携実践（IPW：Inter-Professional 

Work）と、それを実現するための専門職連携教育（IPE：Inter-Professional Education）

に取り組んできました。複数の専門職が協働し、グループワークを通じて連携力を養う教

育と実習が皆さんの参加を待っています。 

もう一つは、地域包括ケアシステムと呼ばれる政策手法です。超高齢化社会の到来に備

え、人々の健康と暮らしをトータルに支える生活圏域の実現を目指した地域包括ケアシス

テムが各市町村で構築されつつあります。新入生の皆さんも、この仕組みを学んでいくこ

とでしょう。 

また本学では、2016 年設置の研究開発センターを中心に、地域包括ケアシステム構築に

向けた研究に取り組み、発信を続け、自治体との連携を進めているところです。 

 



最後に本学の基本理念を取り上げます。理念は三つの言葉で表されます。陶冶（とうや）、

進取（しんしゅ）、創発（そうはつ）の 3つです。 

「陶冶」は「人格の陶冶」などと使われますが、生まれついた性質や才能を鍛えて練り

上げるという意味です。 

本学の卒業生の多くは、保健・医療・福祉の分野で活躍しています。働く場では、様々

な悩みや苦しみを持つ患者の方や、福祉サービスを利用する方などと接することでしょう。

その人たちの悩みや苦しみを聞いて、寄り添って支える力と心が求められます。 

それができるようになるためには、多様な価値観を受け入れられる包容力、温かく豊か

な心、強い責任感が求められます。そのための人格の「陶冶」なのです。 

「進取」は、「進取の気性」などのように使わる言葉です。従来の慣習にこだわらず、

進んで新しい事柄に挑もうとする精神を表します。社会は絶えず変化しており、学問も同

様に日々進歩しています。自ら積極的に学ぶ姿勢を持ち続けましょう。 

「創発」は、個別の要素が多数集まる良い環境の下、質的に異なる高度なシステムが生

ずる現象を意味しています。 

教職員も学生も個々に努力する姿勢が基礎となることは言うまでもありません。それを

ベースとしつつも、仲間同士の努力の相互作用や融合によって、新しい価値を創造してい

く、生き生きとした大学であり続けるための理念です。 

ところで、昨年、埼玉県立大学は創立 20 周年の節目を迎え、1 年前の 5 月には盛大な

式典を挙行し、記念植樹や学園祭における特別な企画など、多彩な行事が展開されました。 

県立大学は、これまでに 8,000 名を超える卒業生・修了生を世の中に送り出してきました。

その多くは、埼玉県内をはじめ、全国の様々な保健、医療、福祉分野などで活躍し、関係

者の皆様から高い評価を得ています。 

今年度は 21 年目の新たなスタートの年です。新入生の皆さんも、大学の更なる飛躍に

向け、本学のメンバーとして学習や研究に励んでください。 

皆さんが実り多く、かつ楽しい学生生活を送るよう、また皆さんが描くそれぞれの夢を

実現できるよう祈念して、私からのお祝いの言葉といたします。 

皆さん、ご入学おめでとうございます。 
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